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(57)【要約】
【課題】電源ラインと結合キャパシターを用いて表示品
質を改善する液晶表示システム及び関連の駆動方法を提
供する。
【解決手段】液晶表示システムは液晶表示器を含み、液
晶表示器は、複数のゲートラインと、複数のゲートライ
ンと交錯する複数のデータラインと、対応するゲートラ
インに結合される第一端と、対応するデータラインに結
合される第二端を有する複数の第一スイッチと、対応す
る第一スイッチの第三端に結合され、対応するデータラ
インからデータを受信する複数の保存ユニットと、上記
複数のゲートラインと並行に形成される第一電源ライン
と、上記第一電源ラインに結合される第一端と、対応す
るデータラインに結合される第二端を有する複数の第一
結合キャパシターとを含む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示器を含む液晶表示システムであって、そのうち液晶表示器は、
　複数のゲートラインと、
　複数のゲートラインと交錯する複数のデータラインと、
　対応するゲートラインに結合される第一端及び対応するデータラインに結合される第二
端を有する複数の第一スイッチと、
　対応する第一スイッチの第三端に結合され、対応するデータラインからデータを受信す
る複数の保存ユニットと、
　上記複数のゲートラインと並列に形成される第一電源ラインと、
　上記第一電源ラインに結合される第一端及び対応するデータラインに結合される第二端
を有する複数の第一結合キャパシターとを含むことを特徴とする液晶表示システム。
【請求項２】
　前記液晶表示システムは更に、
　前記複数のゲートラインと並列に形成される第二電源ラインと、
　上記第二電源ラインに結合される第一端及び対応するデータラインに結合される第二端
を有する複数の第二結合キャパシターとを含むことを特徴とする請求項１記載の液晶表示
システム。
【請求項３】
　前記液晶表示システムは更に、第一電源ラインと第二電源ラインに結合され、第一電源
ラインと第二電源ラインの電圧レベルを制御する制御回路を含むことを特徴とする請求項
１記載の液晶表示システム。
【請求項４】
　前記液晶表示システムは更に、
　前記複数のゲートラインに結合され、対応するゲートラインを介して制御信号を複数の
第一スイッチに送信するゲート駆動回路と、
　前記複数のデータラインに結合され、対応するデータラインと対応する第一スイッチを
介してデータ信号を複数の保存ユニットに送信するソース駆動回路とを含むことを特徴と
する請求項１記載の液晶表示システム。
【請求項５】
　前記液晶表示システムは更に、
　前記ソース駆動回路とこれに対応する複数のデータラインに結合され、データ信号を対
応するデータラインに送信する複数のデマルチプレクサーを含むことを特徴とする請求項
４記載の液晶表示システム。
【請求項６】
　前記デマルチプレクサーはそれぞれ複数の第二スイッチを含み、複数の第二スイッチは
それぞれ、前記ソース駆動回路とこれに対応するデータラインに結合され、ソース駆動回
路から該対応するデータラインへのデータ信号の伝送経路を制御することを特徴とする請
求項５記載の液晶表示システム。
【請求項７】
　前記複数の第二スイッチは薄膜トランジスター（ＴＦＴ）を含むことを特徴とする請求
項６記載の液晶表示システム。
【請求項８】
　前記複数の第一スイッチはＴＦＴを含むことを特徴とする請求項１記載の液晶表示シス
テム。
【請求項９】
　前記液晶表示システムは更に電子装置を含み、該電子装置は、
　前記液晶表示器と、
　上記液晶表示器に電気的に接続され、これに入力信号を出力して該液晶表示器に画像を
表示させるコントローラーとを含むことを特徴とする請求項１記載の液晶表示システム。
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【請求項１０】
　液晶表示システムを駆動する方法であって、
　ゲートラインに結合される画素ユニット内の第一スイッチをオンにして、対応するデー
タラインからデータ信号を受信する段階、
　デマルチプレクサーを介して複数のデータラインにデータ信号を順次出力する段階、
　デマルチプレクサーをオフにして複数のデータラインをフローティングレベルに保つ段
階、
　電源ラインの電圧レベルを第一電圧レベルから第二電圧レベルに切り替えて結合電圧を
生成し、電源ラインとデマルチプレクサーの第一データラインとの間に結合される結合キ
ャパシターを介して、結合電圧を第一データラインに送信する段階、
　結合電圧を生成した後、上記ゲートラインに結合される画素ユニット内の第一スイッチ
をオフにする段階からなることを特徴とする駆動方法。
【請求項１１】
　前記デマルチプレクサーを介して複数のデータラインにデータ信号を順次出力する段階
は、ソース駆動回路を利用し、デマルチプレクサーを介して複数のデータラインにデータ
信号を順次出力する段階であることを特徴とする請求項１０記載の駆動方法。
【請求項１２】
　前記駆動方法は更に、
　電源ラインの電圧レベルを第二電圧レベルから第一電圧レベルに切り替えて結合電圧を
生成し、電源ラインとデマルチプレクサーの第二データラインとの間に結合される結合キ
ャパシターを介して、結合電圧を第二データラインに送信する段階を含むことを特徴とす
る請求項１０記載の駆動方法。
【請求項１３】
　前記電源ラインの電圧レベルを第一電圧レベルから第二電圧レベルに切り替える段階は
、電源ラインの電圧レベルを高電圧レベルから低電圧レベルに切り替える段階であること
を特徴とする請求項１０記載の駆動方法。
【請求項１４】
　前記電源ラインの電圧レベルを第一電圧レベルから第二電圧レベルに切り替える段階は
、電源ラインの電圧レベルを低電圧レベルから高電圧レベルに切り替える段階であること
を特徴とする請求項１０記載の駆動方法。
【請求項１５】
　液晶表示システムを駆動する方法であって、
　ゲートラインに結合される画素ユニット内のスイッチをオンにして、対応するデータラ
インからデータ信号を受信する段階、
　ソース駆動回路を使用して複数のデータラインにデータ信号を順次出力する段階、
　複数のデータラインへのデータ信号の出力を停止させて、複数のデータラインをフロー
ティングレベルに保つ段階、
　複数のデータラインをフローティングレベルに保った後、電源ラインの電圧レベルを第
一電圧レベルから第二電圧レベルに切り替えて結合電圧を生成し、電源ラインと第一デー
タラインの間に結合される結合キャパシターを介して、結合電圧を第一データラインに送
信する段階、
　結合電圧を生成した後、上記ゲートラインに結合される画素ユニット内のスイッチをオ
フにする段階からなることを特徴とする駆動方法。
【請求項１６】
　前記駆動方法は更に、
　電源ラインの電圧レベルを第二電圧レベルから第一電圧レベルに切り替えて結合電圧を
生成し、電源ラインと第二データラインの間に結合される結合キャパシターを介して、結
合電圧を第二データラインに送信する段階を含むことを特徴とする請求項１５記載の駆動
方法。
【請求項１７】
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　前記電源ラインの電圧レベルを第一電圧レベルから第二電圧レベルに切り替える段階は
、電源ラインの電圧レベルを高電圧レベルから低電圧レベルに切り替える段階であること
を特徴とする請求項１５記載の駆動方法。
【請求項１８】
　前記電源ラインの電圧レベルを第一電圧レベルから第二電圧レベルに切り替える段階は
、電源ラインの電圧レベルを低電圧レベルから高電圧レベルに切り替える段階であること
を特徴とする請求項１５記載の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は液晶表示システム及び関連駆動方法に関し、特に電源ラインと結合キャパシ
ターを用いて表示品質を改善する液晶表示システム及び関連の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　薄型化、低電力消費を特長とする液晶表示器は、ＰＤＡ（パーソナルデジタルアシスタ
ント）、携帯電話、ノートブック／デスクトップパソコン、通信端末など種々の製品に幅
広く利用されている。
【０００３】
　図１を参照する。図１は従来のアクティブ型薄膜トランジスター（ＴＦＴ）液晶表示器
１０を表す説明図である。液晶表示器１０は、ソース駆動回路１２と、ゲート駆動回路１
４と、複数のデータラインと、ゲートラインＧａｔｅ１－Ｇａｔｅｍと、デマルチプレク
サーＤＵＸ１－ＤＵＸｎと、複数の画素ユニットを含む。液晶表示器１０のデータライン
は、赤色データラインＲ１－Ｒｎと、緑色データラインＧ１－Ｇｎと、青色データライン
Ｂ１－Ｂｎを含み、液晶表示器１０の画素ユニットは、赤色画素ユニットＰＲ１－ＰＲｎ

と、緑色画素ユニットＰＧ１－ＰＧｎと、青色画素ユニットＰＢ１－ＰＢｎを含み、デマ
ルチプレクサーＤＵＸ１－ＤＵＸｎはそれぞれ、３個の制御スイッチＳＷＲ１～ＳＷＲｎ

、ＳＷＧ１～ＳＷＧｎ、ＳＷＢ１～ＳＷＢｎを含む。画素ユニットはそれぞれ１個のＴＦ
Ｔスイッチと１個のキャパシターを含み、該キャパシターに保存される電荷に基づいて光
を制御する。ゲート駆動回路１４はスキャン信号を生成し、ゲートラインを介して対応す
るＴＦＴスイッチをオン／オフにする。ソース駆動回路１２は各画素の表示画像に対応す
るデータ信号を生成し、デマルチプレクサーの制御スイッチを介してデータ信号を対応す
る画素ユニットに送信する。ＴＦＴ液晶表示器１０は１対３のデマルチプレクサー構造で
あり、すなわちデータ信号を１個のデマルチプレクサーを介して３本のデータラインに送
信する。ここでは、制御信号ＣＫＨ１、ＣＫＨ２、ＣＫＨ３でデマルチプレクサーの制御
スイッチＳＷＲ１～ＳＷＲｎ、ＳＷＧ１～ＳＷＧｎ、ＳＷＢ１～ＳＷＢｎを制御すること
により、データ信号を所定の順序で、対応するデマルチプレクサーを介して各画素ユニッ
トに書き込む。
【０００４】
　図２を参照する。図２は液晶表示器１０を駆動する従来の行反転方法のタイミング図で
ある。図２では、ＶＧＡＴＥ＋とＶＧＡＴＥ－は正極性駆動周期と負極性駆動周期におい
て、ゲートラインに出力されるゲート信号を示し、ＣＫＨ１－ＣＫＨ３は制御スイッチに
順次印加される制御信号を示し、ＶＣＯＭは液晶表示器１０の共通電圧を示し、ＶＰＩＸ

ＥＬ＋（Ｒ）、ＶＰＩＸＥＬ＋（Ｇ）、ＶＰＩＸＥＬ＋（Ｂ）は正極性駆動周期において
、それぞれ赤・緑・青色データラインに結合される画素ユニットの電圧レベルを示し（図
２の細い破線、太い破線、点線によってそれぞれ示されている）、ＶＰＩＸＥＬ－（Ｒ）
、ＶＰＩＸＥＬ－（Ｇ）、ＶＰＩＸＥＬ－（Ｂ）は負極性駆動周期において、赤・緑・青
色データラインの画素ユニットに結合される電圧レベルを示す（これらも図２の細い破線
、太い破線、一点鎖線によってそれぞれ示されている）。
【０００５】
　図２に示すように、制御信号ＣＫＨ１－ＣＫＨ３を順次印加し、対応する赤・緑・青色
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のデータラインをソース駆動回路１２と電気的に接続すれば、データは赤・緑・青の順序
で画素ユニットに書き込まれる。正極性駆動周期において、従来の行反転方法では、ゲー
トラインに印加されるゲート信号ＶＧＡＴＥ＋が高電圧レベルになると、該ゲートライン
に結合される画素ユニット内のＴＦＴスイッチはオンにされ、該ゲートラインに結合され
る画素ユニット内のキャパシターは、対応するデータラインに電気的に接続されることと
なる。その後、制御信号ＣＫＨ１－ＣＫＨ３が高電圧レベルになると、各デマルチプレク
サーの中、赤・緑・青色データラインに対応する制御スイッチは順次オンにされ、ソース
駆動回路１２により生成されたデータ信号は、オンにされた対応する制御スイッチを介し
て、データラインに結合される画素ユニットに書き込まれ、赤・緑・青色の画素ユニット
の電圧レベルを順次変化させる。
【０００６】
　データライン間には寄生容量が生じるため、あるデータラインの電圧レベルが変化する
と、隣接したデータラインの電圧レベルもそれによって影響される。図２に示すデマルチ
プレクサーＤＵＸ２を例に挙げれば、ＶＧＡＴＥ＋とＶＧＡＴＥ－はそれぞれ正極性駆動
周期と負極性駆動周期において、ゲートラインＧａｔｅ２に出力されるゲート信号を示し
、ＶＰＩＸＥＬ＋（Ｒ）、ＶＰＩＸＥＬ＋（Ｇ）、ＶＰＩＸＥＬ＋（Ｂ）はそれぞれ、正
極性駆動周期における画素ユニットＰＲ２、ＰＧ２、ＰＢ２の電圧レベルを示し、ＶＰＩ

ＸＥＬ－（Ｒ）、ＶＰＩＸＥＬ－（Ｇ）、ＶＰＩＸＥＬ－（Ｂ）はそれぞれ、負極性駆動
周期における画素ユニットＰＲ２、ＰＧ２、ＰＢ２の電圧レベルを示す。
【０００７】
　正極性駆動周期において、ソース駆動回路１２により生成されたデータ信号がデマルチ
プレクサーＤＵＸ２を介して赤色データラインＲ２に送信されると、（図２に示すＴ１で
）電圧ＶＰＩＸＥＬ＋（Ｒ）は高くなる。またデータ信号が赤色データラインＲ２に隣接
した緑色データラインＧ２と青色データラインＢ１に送信されると、（図２に示すＴ２と
Ｔ３で）データライン間の寄生容量は結合電圧ΔＶＧＲとΔＶＢＲを生じさせ、ＶＰＩＸ

ＥＬ＋（Ｒ）を更に高くする。ソース駆動回路１２により生成されたデータ信号がデマル
チプレクサーＤＵＸ２を介して緑色データラインＧ２に送信されると、（図２に示すＴ１

で）電圧ＶＰＩＸＥＬ＋（Ｇ）は高くなる。またデータ信号が緑色データラインＧ２に隣
接した青色データラインＢ２に送信されると、（図２に示すＴ３で）データライン間の寄
生容量は結合電圧ΔＶＢＧを生じさせ、電圧ＶＰＩＸＥＬ＋（Ｇ）を更に高くする。ソー
ス駆動回路１２により生成されたデータ信号がデマルチプレクサーＤＵＸ２を介して青色
データラインＢ２に送信されると、（図２に示すＴ３で）電圧ＶＰＩＸＥＬ＋（Ｂ）は高
くなる。図２に示すＴｆｉｒｓｔで画素ユニット内のＴＦＴスイッチがオフにされた後、
液晶電圧ＶＬＣ＋（Ｒ）、ＶＬＣ＋（Ｇ）、ＶＬＣ＋（Ｂ）はそれぞれ、正極性駆動周期
における赤・緑・青色画素ユニットのレベルと共通電圧間の差を示す。それと同じく、図
２に示すＴｓｅｃｏｎｄで画素ユニット内のＴＦＴスイッチがオフにされた後、液晶電圧
ＶＬＣ－（Ｒ）、ＶＬＣ－（Ｇ）、ＶＬＣ－（Ｂ）はそれぞれ、負極性駆動周期における
赤・緑・青色画素ユニットのレベルと共通電圧間の差を示す。
【０００８】
　正極性駆動周期と負極性駆動周期のいずれにおいても、画素ユニットの照度は液晶電圧
ＶＬＣの絶対値と関連している。正極性駆動周期において、図２に示すＴｆｉｒｓｔで画
素ユニット内のＴＦＴスイッチがオフにされた後、赤・青・緑色画素ユニットに対応する
液晶電圧間の関係は、ＶＬＣ＋（Ｒ）＞ＶＬＣ＋（Ｇ）＞ＶＬＣ＋（Ｂ）となる。同じく
、負極性駆動周期において、図２に示すＴｓｅｃｏｎｄで画素ユニット内のＴＦＴスイッ
チがオフにされた後、赤・青・緑色画素ユニットに対応する液晶電圧間の関係は、｜ＶＬ

Ｃ－（Ｒ）｜＞｜ＶＬＣ－（Ｇ）｜＞｜ＶＬＣ－（Ｂ）｜となる。したがって、図２に示
す従来の駆動方法で液晶表示器１０を駆動し、赤・青・緑色画素ユニットが同一グレイス
ケールの画像を表示する場合、液晶電圧の絶対値と透過率が整合していないため、色ずれ
が生じ、表示品質に大きく影響する。
【特許文献１】米国特許出願第２００７／００３０２３７Ａ1号明細書
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【特許文献２】米国特許出願第２００７／００３０２３８Ａ1号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　この発明は前述の問題を解決するため、電源ラインと結合キャパシターを用いて表示品
質を改善する液晶表示システム及び関連の駆動方法を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明は液晶表示器を含む液晶表示システムを提供する。該液晶表示器は、複数のゲ
ートラインと、複数のゲートラインと交錯する複数のデータラインと、対応するゲートラ
インに結合される第一端及び対応するデータラインに結合される第二端を有する複数の第
一スイッチと、対応する第一スイッチの第三端に結合され、対応するデータラインからデ
ータを受信する複数の保存ユニットと、上記複数のゲートラインと並列に形成された第一
電源ラインと、上記第一電源ラインに結合される第一端及び対応するデータラインに結合
される第二端を有する複数の第一結合キャパシターとを含む。
【００１１】
　この発明は更に、液晶表示システムを駆動する方法を提供する。該駆動方法は、ゲート
ラインに結合される画素ユニット内の第一スイッチをオンにして、対応するデータライン
からデータ信号を受信する段階、デマルチプレクサーを介して複数のデータラインにデー
タ信号を順次出力する段階、デマルチプレクサーをオフにして複数のデータラインをフロ
ーティングレベルに保つ段階、電源ラインの電圧レベルを第一電圧レベルから第二電圧レ
ベルに切り替えて結合電圧を生成し、電源ラインとデマルチプレクサーの第一データライ
ンとの間に結合される結合キャパシターを介して、結合電圧を第一データラインに送信す
る段階、及び結合電圧を生成した後、上記ゲートラインに結合される画素ユニット内の第
一スイッチをオフにする段階、からなる。
【００１２】
　この発明による第二の液晶表示システム駆動方法は、ゲートラインに結合される画素ユ
ニット内のスイッチをオンにして、対応するデータラインからデータ信号を受信する段階
、ソース駆動回路を介して複数のデータラインにデータ信号を出力する段階、複数のデー
タラインへのデータ信号の出力を停止させて、複数のデータラインをフローティングレベ
ルに保つ段階、複数のデータラインをフローティングレベルに保った後、電源ラインの電
圧レベルを第一電圧レベルから第二電圧レベルに切り替えて結合電圧を生成し、電源ライ
ンと第一データラインの間に結合される結合キャパシターを介して、結合電圧を第一デー
タラインに送信する段階、及び結合電圧を生成した後、上記ゲートラインに結合される画
素ユニット内のスイッチをオフにする段階、からなる。
【発明の効果】
【００１３】
　この発明は表示品質の改善された液晶表示器及び関連の駆動方法を提供する。かかる方
法はデマルチプレクサー構造の液晶表示器、デマルチプレクサー構造を有しない液晶表示
器、ドット反転、行反転、列反転方式で駆動される液晶表示器のいずれにも適し、色ずれ
を柔軟に調整し、表示品質を改善できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　かかる装置及び方法の特徴を詳述するために、具体的な実施例を挙げ、図を参照して以
下に説明する。
【００１５】
　図３を参照する。図３はこの発明によるアクティブ型ＴＦＴ液晶表示器３０を表す説明
図である。液晶表示器３０は、ソース駆動回路３２と、ゲート駆動回路３４と、制御回路
３６と、電源ラインＶ１及びＶ２と、複数の結合キャパシターＣＲ１、ＣＧ１、ＣＢ１、
ＣＲ２、ＣＧ２、ＣＢ２と、複数のデータラインと、ゲートラインＧａｔｅ１－Ｇａｔｅ
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ｍと、デマルチプレクサーＤＵＸ１－ＤＵＸｎと、複数の画素ユニットを含む。液晶表示
器３０のデータラインは、赤色データラインＲ１－Ｒｎと、緑色データラインＧ１－Ｇｎ

と、青色データラインＢ１－Ｂｎを含み、液晶表示器３０の画素ユニットは、赤色画素ユ
ニットＰＲ１－ＰＲｎと、緑色画素ユニットＰＧ１－ＰＧｎと、青色画素ユニットＰＢ１

－ＰＢｎを含み、デマルチプレクサーＤＵＸ１－ＤＵＸｎはそれぞれ、３個の制御スイッ
チＳＷＲ１～ＳＷＲｎ、ＳＷＧ１～ＳＷＧｎ、ＳＷＢ１～ＳＷＢｎを含む。画素ユニット
はそれぞれ１個のＴＦＴスイッチと１個のキャパシターを含み、該キャパシターに保存さ
れる電荷に基づいて光を制御する。ゲート駆動回路３４はスキャン信号を生成し、ゲート
ラインを介して対応するＴＦＴスイッチをオン／オフにする。ソース駆動回路３２は各画
素ユニットによる表示画像に対応するデータ信号を生成し、デマルチプレクサーの制御ス
イッチを介してデータ信号を対応する画素ユニットに送信する。結合キャパシターＣＲ１

、ＣＧ１、ＣＢ１は対応する赤・緑・青色データラインと電源ラインＶ１の間にそれぞれ
結合され、結合キャパシターＣＲ２、ＣＧ２、ＣＢ２は対応する赤・緑・青色データライ
ンと電源ラインＶ２の間にそれぞれ結合されている。制御回路３６は電源ラインＶ１とＶ

２の電圧レベルを制御する。液晶表示器３０は１対３デマルチプレクサー構造であり、す
なわちデータ信号を１個のデマルチプレクサーを介して３本のデータラインに送信する。
ここでは、制御信号ＣＫＨ１、ＣＫＨ２、ＣＫＨ３でデマルチプレクサーの制御スイッチ
ＳＷＲ１～ＳＷＲｎ、ＳＷＧ１～ＳＷＧｎ、ＳＷＢ１～ＳＷＢｎを制御することにより、
データ信号を所定の順序で対応するデマルチプレクサーを介して各画素ユニットに書き込
む。
【実施例１】
【００１６】
　図４から図６を参照する。図４から図６はこの発明の実施例１による液晶表示器３０を
駆動する方法のタイミング図である。図４から図６では、ＶＧＡＴＥ＋とＶＧＡＴＥ－は
それぞれ正極性駆動周期と負極性駆動周期において、ゲートラインに出力されるゲート信
号を示し、ＣＫＨ３－ＣＫＨ１は制御スイッチに順次印加される制御信号を示し、ＶＣ１

とＶＣ２はそれぞれ電源ラインＶ１とＶ２の電圧レベルを示し、ＶＣＯＭは液晶表示器３
０の共通電圧を示し、ＶＰＩＸＥＬ＋（Ｂ）、ＶＰＩＸＥＬ＋（Ｇ）、ＶＰＩＸＥＬ＋（
Ｒ）はそれぞれ正極性駆動周期において、青・緑・赤色データラインと結合される画素ユ
ニットの電圧レベルを示し（図４から図６の細い破線、太い破線、一点鎖線によってそれ
ぞれ示されている）、ＶＰＩＸＥＬ－（Ｂ）、ＶＰＩＸＥＬ－（Ｇ）、ＶＰＩＸＥＬ－（
Ｒ）はそれぞれ負極性駆動周期において、青・緑・赤色データラインと結合される画素ユ
ニットの電圧レベルを示す（これらも図４から図６の細い破線、太い破線、一点鎖線によ
ってそれぞれ示されている）。
【００１７】
　本発明の実施例１によると、制御信号ＣＫＨ３－ＣＫＨ１を順次印加し、青・緑・赤色
データラインをソース駆動回路３２と電気的に順次接続すれば、データは青・緑・赤の順
序で画素ユニットに書き込まれる。正極性駆動周期において、ゲートラインに印加される
ゲート信号ＶＧＡＴＥ＋が高電圧レベルになると、該ゲートラインに結合される画素ユニ
ット内のＴＦＴスイッチはオンにされ、該ゲートラインに結合される画素ユニット内のキ
ャパシターは、対応するデータラインに電気的に接続されることとなる。
【００１８】
　図４を参照する。制御信号ＣＫＨ３－ＣＫＨ１を順次印加するとき、前記実施例１は各
デマルチプレクサー内の青・緑・赤色データラインに対応する制御スイッチを順次オンに
し、ソース駆動回路３２により生成されるデータ信号を、オンにされた制御スイッチを介
して青・緑・赤の順序で対応する画素ユニットに書き込む。前述のとおり、データライン
の間には寄生容量が生じるため、あるデータラインの電圧レベルが変化すると、隣接デー
タラインの電圧レベルもそれによって影響される。
【００１９】
　前述と同じようにデマルチプレクサーＤＵＸ２を例にして図４を説明すれば、ＶＧＡＴ
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Ｅ＋とＶＧＡＴＥ－はそれぞれ正極性駆動周期と負極性駆動周期において、ゲートライン
Ｇａｔｅ２に出力されるゲート信号を示し、ＶＰＩＸＥＬ＋（Ｂ）は、正極性駆動周期に
おける画素ユニットＰＢ２の電圧レベルを示し、ＶＰＩＸＥＬ－（Ｂ）は、負極性駆動周
期における画素ユニットＰＢ２の電圧レベルを示す。正極性駆動周期において、画素ユニ
ットＰＢ２の電圧レベルＶＰＩＸＥＬ＋（Ｂ）は、制御信号ＣＫＨ３－ＣＫＨ１が高電圧
レベルである間に３回立ち上がる。１回目（図４に示すＴ１）は、ソース駆動回路３２か
らのデータ信号がデマルチプレクサーＤＵＸ２を介して青色データラインＢ２に送信され
るとともに発生し、２回目（図４に示すＴ２）は、ソース駆動回路３２からのデータ信号
が青色データラインＢ２に隣接した緑色データラインＧ２に送信されるとき、データライ
ン間の寄生容量による結合電圧によって発生し、３回目（図４に示すＴ３）は、ソース駆
動回路３２からのデータ信号が青色データラインＢ２に隣接した赤色データラインＲ３に
送信されるとき、データライン間の寄生容量による結合電圧によって発生する。それに対
し、負極性駆動周期において、画素ユニットＰＢ２の電圧レベルＶＰＩＸＥＬ－（Ｂ）は
制御信号ＣＫＨ３－ＣＫＨ１が高電圧レベルである間に３回立ち下がる。１回目（図４に
示すＴ４）は、ソース駆動回路３２からのデータ信号がデマルチプレクサーＤＵＸ２を介
して青色データラインＢ２に送信されるとともに発生し、２回目（図４に示すＴ５）は、
ソース駆動回路３２からのデータ信号が青色データラインＢ２に隣接した緑色データライ
ンＧ２に送信されるとき、データライン間の寄生容量による結合電圧によって発生し、３
回目（図４に示すＴ６）は、ソース駆動回路３２からのデータ信号が青色データラインＢ

２に隣接した赤色データラインＲ３に送信されるとき、データライン間の寄生容量による
結合電圧によって発生する。
【００２０】
　上記と同じように、図５は画素ユニットＰＧ２の電圧レベルに対する寄生容量の影響を
説明し、図６は画素ユニットＰＲ２の電圧レベルに対する寄生容量の影響を説明する。
【００２１】
　図４から図６に示す実施例において、データ信号をデータラインに書き込む場合、電源
ラインＶ１のレベルＶＣ１と電源ラインＶ２のレベルＶＣ２はいずれも固定されており、
例えば、レベルＶＣ１とレベルＶＣ２はそれぞれ低レベルと高レベルに保たれる。デマル
チプレクサーにより制御される最後のデータラインにデータ信号を書き込んだ後、且つ対
応するゲートラインが低レベルになる前、データラインがフローティングにされると、前
記実施例１は電源ラインＶ１とＶ２のレベルを変化させ、例えば電源ラインＶ１のレベル
ＶＣ１を低レベルから高レベルに、電源ラインＶ２のレベルＶＣ２を高レベルから低レベ
ルに変化させる。そうすると、電源ラインのレベル変換は、対応する結合キャパシターに
おいて電圧差を形成し、この結合電圧を対応する画素ユニットに出力すれば、色ずれを補
正できる。
【００２２】
　図４を再び参照する。青色画素ユニットの液晶電圧ＶＬＣ＋（Ｂ）とＶＬＣ－（Ｂ）の
絶対値を高くしようとすれば、正極性駆動周期においてＴｆｉｒｓｔ時の画素レベルＶＰ

ＩＸＥＬ＋（Ｂ）値を増加し、負極性駆動周期においてＴｓｅｃｏｎｄ時の画素レベルＶ

ＰＩＸＥＬ－（Ｂ）値を減少することが必要である。この場合、正極性駆動周期において
、デマルチプレクサーにより制御される最後のデータラインにデータ信号を書き込んだ後
、且つ対応するゲートラインが低電圧レベルにされる前、データラインがフローティング
にされると、前記実施例１は電源ラインＶ１のレベルＶＣ１を低レベルから高レベルに変
化させ、対応する結合キャパシターに電圧差ΔＶ１を提供し、更に対応する青色データラ
インに結合電圧ΔＶＣ１＿Ｂを提供する。そうすると、Ｔｆｉｒｓｔ時の画素レベルＶＰ

ＩＸＥＬ＋（Ｂ）値、及び青色画素の液晶電圧ＶＬＣ＋（Ｂ）の絶対値は同時に増加する
。同じく、負極性駆動周期において、デマルチプレクサーにより制御される最後のデータ
ラインにデータ信号を書き込んだ後、且つ対応するゲートラインが低レベルにされる前、
前記実施例１は電源ラインＶ１のレベルＶＣ１を高レベルから低レベルに変化させ、対応
する結合キャパシターに電圧差ΔＶ１を提供し、更に対応する青色データラインに結合電
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圧ΔＶＣ１＿Ｂを提供する。そうすると、Ｔｓｅｃｏｎｄ時の画素レベルＶＰＩＸＥＬ－

（Ｂ）値は減少し、青色画素ユニットの液晶電圧ＶＬＣ－（Ｂ）の絶対値は増加する。調
整後のＶＰＩＸＥＬ＋（Ｂ）とＶＰＩＸＥＬ－（Ｂ）は、図４の細い破線に示されるとお
りである。
【００２３】
　それに反して、青色画素ユニットの液晶電圧ＶＬＣ＋（Ｂ）とＶＬＣ－（Ｂ）の絶対値
を低くしようとすれば、正極性駆動周期においてＴｆｉｒｓｔ時の画素レベルＶＰＩＸＥ

Ｌ＋（Ｂ）値を減少し、負極性駆動周期においてＴｓｅｃｏｎｄ時の画素レベルＶＰＩＸ

ＥＬ－（Ｂ）値を増加することが必要である。この場合は、正極性駆動周期において、デ
マルチプレクサーにより制御される最後のデータラインにデータ信号を書き込んだ後、且
つ対応するゲートラインが低レベルにされる前、前記実施例１は電源ラインＶ２のレベル
ＶＣ２を高レベルから低レベルに変化させ、対応する結合キャパシターに電圧差ΔＶ２を
提供し、更に対応する青色データラインに結合電圧ΔＶＣ２＿Ｂを提供する。そうすると
、Ｔｆｉｒｓｔ時の画素レベルＶＰＩＸＥＬ＋（Ｂ）値、及び青色画素ユニットの液晶電
圧ＶＬＣ＋（Ｂ）の絶対値は同時に減少する。同じく、負極性駆動周期において、デマル
チプレクサーにより制御される最後のデータラインにデータ信号を書き込んだ後、且つ対
応するゲートラインが低レベルにされる前、前記実施例１は電源ラインＶ２のレベルＶＣ

２を低レベルから高レベルに変化させ、対応する結合キャパシターに電圧差ΔＶ２を提供
し、更に対応する青色データラインに結合電圧ΔＶＣ２＿Ｂを提供する。そうすると、Ｔ

ｓｅｃｏｎｄ時の画素レベルＶＰＩＸＥＬ－（Ｂ）値は増加し、青色画素ユニットの液晶
電圧ＶＬＣ－（Ｂ）の絶対値は減少する。調整後のＶＰＩＸＥＬ＋（Ｂ）とＶＰＩＸＥＬ

－（Ｂ）は、図４の太い破線に示されるとおりである。
【００２４】
　図４では、電源ラインＶ１とそれに対応する結合キャパシターによって調整されたＶＰ

ＩＸＥＬ＋（Ｂ）とＶＰＩＸＥＬ－（Ｂ）の値は細い破線で示され、電源ラインＶ２とそ
れに対応する結合キャパシターによって調整されたＶＰＩＸＥＬ＋（Ｂ）とＶＰＩＸＥＬ

－（Ｂ）の値は太い破線で示されている。結合電圧ΔＶＣ１＿ＢとΔＶＣ２＿Ｂの値は、
対応する結合キャパシターの容量値及び電圧差ΔＶ１、ΔＶ２に関連しているため、前記
実施例１は別々の電圧差ΔＶ１、ΔＶ２を電源ラインＶ１、Ｖ２に印加するか、または容
量値の異なる結合キャパシターを用いて、青色画素ユニットの液晶電圧ＶＬＣ＋（Ｂ）と
ＶＬＣ－（Ｂ）の絶対値を柔軟に調整する。図４に示すように、正極性駆動周期を例に挙
げれば、調整後の液晶電圧ＶＬＣ＿ＵＰ（Ｂ）の絶対値が初期液晶電圧ＶＬＣ＋（Ｂ）の
絶対値より大きくなっているか、又は調整後の液晶電圧ＶＬＣ＿ＤＯＷＮ（Ｂ）の絶対値
が初期液晶電圧ＶＬＣ＋（Ｂ）の絶対値より小さくなっている。したがって、本発明は青
色画素ユニットの色ずれを柔軟に調整できる。
【００２５】
　図５と図６を再び参照する。前記と同じように、図５では、緑色画素ユニットの液晶電
圧を増加する場合、調整後のＶＰＩＸＥＬ＋（Ｇ）とＶＰＩＸＥＬ－（Ｇ）の値は細い破
線で示され、緑色画素ユニットの液晶電圧を減少する場合、調整後のＶＰＩＸＥＬ＋（Ｇ
）とＶＰＩＸＥＬ－（Ｇ）の値は太い破線で示されている。図６では、赤色画素ユニット
の液晶電圧を増加する場合、調整後のＶＰＩＸＥＬ＋（Ｒ）とＶＰＩＸＥＬ－（Ｒ）の値
は細い破線で示され、赤色画素ユニットの液晶電圧を減少する場合、調整後のＶＰＩＸＥ

Ｌ＋（Ｒ）とＶＰＩＸＥＬ－（Ｒ）の値は太い破線で示されている。
【実施例２】
【００２６】
　図４から図６に示す前記実施例１では、データは青－緑－赤の順序で画素ユニットに書
き込まれる。もっとも、その他の書き込み順序も本発明に適する。図７から図９を参照す
る。図７から図９はこの発明の実施例２による液晶表示器３０を駆動する方法のタイミン
グ図である。本発明の実施例２によれば、制御信号ＣＫＨ１－ＣＫＨ３を順次印加し、対
応する赤・緑・青色データラインをソース駆動回路３２と電気的に接続すれば、データは
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赤・緑・青の順序で画素ユニットに書き込まれる。
【００２７】
　前記実施例１と同じく、本発明の実施例２において、データ信号をデータラインに書き
込む間、電源ラインＶ１のレベルＶＣ１と電源ラインＶ２のレベルＶＣ２はいずれも固定
されている。デマルチプレクサーにより制御される最後のデータラインにデータ信号を書
き込んだ後、且つ対応するゲートラインが低レベルにされる前、実施例２は電源ラインＶ

１とＶ２のレベルを変化させる。そうすると、電源ラインのレベル変換は、対応する結合
キャパシターにおいて電圧差を形成し、この結合電圧を対応する画素ユニットに出力すれ
ば、色ずれを補正できる。同じく、結合電圧の値は、対応する結合キャパシターの容量値
及び電圧差ΔＶ１、ΔＶ２に関連しているため、実施例２は別々の電圧差ΔＶ１、ΔＶ２

を電源ラインＶ１、Ｖ２に印加するか、または容量値の異なる結合キャパシターを用いて
、画素液晶電圧の絶対値を柔軟に調整する。
【００２８】
　図７に示すように、正極性駆動周期を例に挙げれば、調整後の液晶電圧ＶＬＣ＿ＵＰ（
Ｂ）の絶対値が初期液晶電圧ＶＬＣ＋（Ｂ）の絶対値より大きくなっているか、又は調整
後の液晶電圧ＶＬＣ＿ＤＯＷＮ（Ｂ）の絶対値が初期液晶電圧ＶＬＣ＋（Ｂ）の絶対値よ
り小さくなっている。図８に示すように、正極性駆動周期を例に挙げれば、調整後の液晶
電圧ＶＬＣ＿ＵＰ（Ｇ）の絶対値が初期液晶電圧ＶＬＣ＋（Ｇ）の絶対値より大きくなっ
ているか、又は調整後の液晶電圧ＶＬＣ＿ＤＯＷＮ（Ｇ）の絶対値が初期液晶電圧ＶＬＣ

＋（Ｇ）の絶対値より小さくなっている。図９に示すように、正極性駆動周期を例に挙げ
れば、調整後の液晶電圧ＶＬＣ＿ＵＰ（Ｒ）の絶対値が初期液晶電圧ＶＬＣ＋（Ｒ）の絶
対値より大きくなっているか、又は、調整後の液晶電圧ＶＬＣ＿ＤＯＷＮ（Ｒ）の絶対値
が初期液晶電圧ＶＬＣ＋（Ｒ）の絶対値より小さくなっている。したがって、本発明は青
色画素ユニットの色ずれを柔軟に調整できる。
【００２９】
　図１０を参照する。図１０はデマルチプレクサー構造を有するアクティブ型ＴＦＴ液晶
表示器に用いられる本発明による駆動方法のフローチャートである。図１０のフローチャ
ートは以下の段階を有する。
【００３０】
　段階１０２：ゲートラインに結合される画素ユニット内のスイッチをオンにし、対応す
るデータラインからのデータ信号を受信する。
　段階１０４：デマルチプレクサーを介してデータ信号を複数本のデータラインに出力す
る。
　段階１０６：デマルチプレクサーの最後のデータラインにデータ信号を出力した後、デ
ータラインをフローティングにし、電源ラインを第一電圧レベルから第二電圧レベルに切
り替えて結合電圧を生成し、更に該電源ラインと該デマルチプレクサーのデータラインの
間に結合される結合キャパシターを介して、結合電圧を該データラインに送信する。
　段階１０８：結合電圧を生成した後、前記ゲートラインに結合される画素ユニット内の
スイッチをオフにする。
【００３１】
　図４から図９に示す実施例１と実施例２による方法は、１対３デマルチプレクサー構造
の液晶表示器に適するのみならず、１対６または１対１２デマルチプレクサー構造にも適
する。また、本発明はデマルチプレクサー構造を有しない液晶表示器にも適する。デマル
チプレクサー構造を有しない液晶表示器では、データは１対１でソースドライバーからデ
ータラインに送信されるため、制御スイッチ及びこれに対応する制御信号の印加は不要と
される。そうすると、電源ラインのレベルを変化させて結合電圧を生成する場合、データ
ラインの電圧レベルをフローティングにしなければならない。図１１を参照する。図１１
はデマルチプレクサー構造を有しないアクティブ型ＴＦＴ液晶表示器に用いられる本発明
による駆動方法のフローチャートである。図１１のフローチャートは以下の段階を有する
。
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【００３２】
　段階１１２：ゲートラインに結合される画素ユニット内のスイッチをオンにし、対応す
るデータラインからのデータ信号を受信する。
　段階１１４：ソース駆動回路を介してデータ信号をデータラインに出力する。
　段階１１６：データラインへのデータ信号の出力を止め、データラインをフローティン
グレベに保つ。
　段階１１８：データラインをフローティングレベルに保った後、電源ラインを第一電圧
レベルから第二電圧レベルに切り替えて結合電圧を生成し、更に該電源ラインとデータラ
インの間に結合される結合キャパシターを介して、結合電圧を該データラインに送信する
。
　段階１２０：結合電圧を生成した後、前記ゲートラインに結合される画素ユニット内の
スイッチをオフにする。
【００３３】
　本発明は表示品質の改善された液晶表示器及び関連の駆動方法を提供する。かかる方法
はデマルチプレクサー構造の液晶表示器、デマルチプレクサー構造を有しない液晶表示器
、ドット反転、行反転、列反転方式で駆動される液晶表示器のいずれにも適し、色ずれを
柔軟に調整し、表示品質を改善できる。
【００３４】
　図１２を参照する。図１２はこの発明の別の実施例による表示システムを表す説明図で
ある。画像表示システムは表示器４０または電子装置２である。図１２に示すように、表
示器４０は図３に示すアクティブ型ＴＦＴ液晶表示器３０、または電子装置２の一部であ
る。電子装置２は表示器４０とコントローラー５０を含み、コントローラー５０は表示器
４０に電気的に接続され、入力信号（例えば画像信号）を表示器４０に出力して画像を表
示させる。電子装置２は、携帯電話、デジタルカメラ、ＰＤＡ（パーソナルデジタルアシ
スタント）、ノートブックパソコン、デスクトップパソコン、テレビ、車用テレビまたは
携帯型ＤＶＤプレイヤーなどの装置である。
【００３５】
　以上はこの発明に好ましい実施例であって、この発明の実施の範囲を限定するものでは
ない。よって、当業者のなし得る修正、もしくは変更であって、この発明の精神の下にお
いてなされ、この発明に対して均等の効果を有するものは、いずれもこの発明の特許請求
の範囲に属するものとする。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　本発明は従来の電源ラインと結合キャパシターを用いて表示品質を改善する。かかる技
術は実施可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】従来のアクティブ型ＴＦＴ液晶表示器を表す説明図である。
【図２】図１の液晶表示器を駆動する従来の行反転方法のタイミング図である。
【図３】この発明によるアクティブ型ＴＦＴ液晶表示器を表す説明図である。
【図４】この発明の実施例１による図３の液晶表示器を駆動する方法の第一タイミング図
である。
【図５】この発明の実施例１による図３の液晶表示器を駆動する方法の第二タイミング図
である。
【図６】この発明の実施例１による図３の液晶表示器を駆動する方法の第三タイミング図
である。
【図７】この発明の実施例２による図３の液晶表示器を駆動する方法の第一タイミング図
である。
【図８】この発明の実施例２による図３の液晶表示器を駆動する方法の第二タイミング図
である。
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である。
【図１０】デマルチプレクサー構造を有するアクティブ型ＴＦＴ液晶表示器に用いられる
本発明による駆動方法のフローチャートである。
【図１１】デマルチプレクサー構造を有しないアクティブ型ＴＦＴ液晶表示器に用いられ
る本発明による駆動方法のフローチャートである。
【図１２】この発明の別の実施例による画像システムを表す説明図である。
【符号の説明】
【００３８】
　２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電子装置
　１０、３０　　　　　　　　　　　　　　　　　液晶表示器
　１２、３２　　　　　　　　　　　　　　　　　ソース駆動回路
　１４、３４　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲート駆動回路
　３６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制御回路
　４０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表示器
　５０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コントローラー
　Ｂ１－Ｂｎ、Ｇ１－Ｇｎ、Ｒ１－Ｒｎ　　　　　データライン
　ＣＢ１、ＣＧ１、ＣＲ１、ＣＢ２、ＣＧ２、ＣＲ２　　　結合キャパシター
　ＣＫＨ１－ＣＫＨ３　　　　　　　　　　　　　制御信号
　ＤＵＸ１－ＤＵＸｎ　　　　　　　　　　　　　デマルチプレクサー
　Ｇａｔｅ１－Ｇａｔｅｍ　　　　　　　　　　　ゲートライン
　ＰＢ１－ＰＢｎ、ＰＧ１－ＰＧｎ、ＰＲ１－ＰＲｎ　　　画素ユニット
　ＳＷＢ１－ＳＷＢｎ、ＳＷＧ１－ＳＷＧｎ、　　制御スイッチ
　ＳＷＲ１－ＳＷＲｎ
　Ｖ１、Ｖ２　　　　　　　　　　　　　　　　　電源ライン
　ＶＣ１、ＶＣ２　　　　　　　　　　　　　　　電源ラインの電圧レベル
　ＶＣＯＭ　　　　　　　　　　　　　　　　　　共通電圧
　ＶＧＡＴＥ＋、ＶＧＡＴＥ－　　　　　　　　　ゲート信号
　ＶＬＣ＋（Ｂ）、ＶＬＣ＋（Ｇ）、ＶＬＣ＋（Ｒ）、　　　　液晶電圧
　ＶＬＣ－（Ｂ）、ＶＬＣ－（Ｇ）、ＶＬＣ－（Ｒ）、
　ＶＬＣ＿ＵＰ（Ｂ）、ＶＬＣ＿ＵＰ（Ｇ）、
　ＶＬＣ＿ＵＰ（Ｒ）、ＶＬＣ＿ＤＯＷＮ（Ｂ）、
　ＶＬＣ＿ＤＯＷＮ（Ｇ）、ＶＬＣ＿ＤＯＷＮ（Ｒ）
　ＶＰＩＸＥＬ＋（Ｂ）、ＶＰＩＸＥＬ＋（Ｇ）、　　　　　　画素ユニットの電圧レベ
ル
　ＶＰＩＸＥＬ＋（Ｒ）、ＶＰＩＸＥＬ－（Ｂ）、
　ＶＰＩＸＥＬ－（Ｇ）、ＶＰＩＸＥＬ－（Ｒ）
　ΔＶＧＲ、ΔＶＢＲ、ΔＶＢＧ、ΔＶＣ１＿Ｒ１、　　　　結合電圧
　ΔＶＣ１＿Ｒ、ΔＶＣ２＿Ｒ、ΔＶＣ１＿Ｇ、
　ΔＶＣ２＿Ｇ、ΔＶＣ１＿Ｂ、ΔＶＣ２＿Ｂ
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